
スマートフォン用Board to Boardコネクタ
FB35AT5シリーズの紹介

超細径高密度型 6912 心光ファイバケーブルの紹介
- 世界最大心数光ファイバケーブルのさらなる細径・軽量化 -

当社は、2018年にリリースした世界最大心数の6912心光ファ

イバケーブルに対して、さらに細径・軽量化を施した超細径高

密度型6912心光ファイバケーブルを紹介します。

5Gの進展に伴い、動画配信やクラウドサービス等の通信デ

ータ容量が飛躍的に増加しており、その大量のデータ通信や

保管を担うデータセンタの建設が今も盛んに進められていま

す。データセンタ間を結ぶ大容量伝送網を効率的に構築する

ためには、限られた敷設スペースや既存設備にできるだけ多く

の光ファイバを収容することが必要で、光ファイバを高密度に

実装した光ケーブルが求められています。当社では、12心間欠

今や私達の生活に欠かせないスマートフォン等のモバイル機

器は、多機能化が進むにつれ、搭載されるモジュール数も

増加しています。それに伴い、機器内部の高密度化も必要不

可欠となっているため、コネクタにおいては、さらなる小型化

・軽量化が求められています。

このような市場ニーズを背景に、当社は小型化を追求した

嵌合高さ0.5mmの超小型Board to Boardコネクタを開発しま

した。

接着型光ファイバリボンSpider Web Ribbon®（SWR®当社独自

技術）に200μm径ファイバを適用した6912心SWR®/WTC®光ファ

イバケーブルをリリースして、大容量伝送網の構築に貢献して

きました。

今後、さらに加速するデータ通信の大容量化に備え、さらな

る光ファイバケーブルの細径、高密度化、施工コストの低減の

要求が高まっております。このニーズに応えるべく、従来の

6912心SWR®/WTC®光ファイバケーブル構造を最適化し、さら

に光ファイバ実装密度を向上させた超細径6912心SWR®/WTC®

光ファイバケーブルをラインアップしています。

従来品より15%の細径化を実現しつつ、従来品と同等の機械

特性を確保し、1ドラム当たりのケーブル巻き量が増えること

でケーブル敷設時の接続点を減らし、施工時間の短縮に寄与

します。

また、ケーブルの細径・軽量化により、製造・輸送・施工

時に生じるCO
2
排出量が削減され、環境負荷低減にも貢献しま

す。

当社は引続き、顧客のニーズに応える新たな技術を創造し、

革新的な製品を継続的に開発することで、さらなる高度情報

化社会の発展を支えていきます。

定格電流0.4 Aの信号コンタクトに加え、定格電流3Aの

電源コンタクト2端子を配置（図1）しています。

電源コンタクトは大電流対応だけでなく、コネクタを補強す

る役割も兼ね備えており、嵌合時の破損を防止します。

また、コネクタの更なる強度アップを実現する為に“インナー

メタルアーマー構造 *”を採用しています。

*インナーメタルアーマー構造：レセプタクルコネクタ中央部に金属を配置

年々、多機能化が進むスマートフォン等のモバイル機器に対し、さらなる小型化・軽量化を追求した
コネクタを開発することで、その発展に貢献します。
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当社独自の革新的な技術を活かした超多芯ケーブルは、限られた布設スペースでも高密度で効率的な光
配線を可能とし、5Gの進展やそれに伴う大容量データ通信など、さらなる高度情報通信社会の発展を支
えます。
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従来品 超細径 6912 心 SWR®/WTC®

外径：29.8mm、15%↓

断面積：28%↓

重量：640kg/km、15%↓

■ 図 1 超細径 6912 心 SWR®/WTC®光ケーブルの構造
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